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物を分解・同化した細菌を Hediste。sp が同化することで Hediste sp.が間接的に陸上植物由来有
機物を同化していたことが示唆された。 
4) Hediste sp.による陸上植物由来有機物の同化が細菌の付着、すなわち陸上植物由来有機物の馴化状
態によって影響を受けることが考えられた。この仮説を明らかにするため、栄養塩濃度、稙種源の
異なる条件を設定し、陸上植物由来有機物の順化を行った。さらに馴化後の陸上植物由来有機物を
Hediste sp.へ給餌し飼育した。その結果、低濃度栄養塩条件よりも高濃度栄養塩条件で馴化した陸
上植物由来有機物においてその窒素量と細菌由来脂肪酸の含有割合が増加した。このことから、陸
上植物由来有機物に付着した細菌による有機物分解活動および高濃度栄養塩の水中からの窒素同
化によって、陸上植物由来有機物の窒素含有量が増加したことが示唆された。さらに、高濃度栄養
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塩条件では海水および河口域稙種源による馴化よりも、河川上流域の稙種源による馴化を行った陸
上植物由来有機物において窒素含有量の増加が示された。Hediste sp.は高濃度栄養塩条件で馴化を
行った陸上植物由来有機物の給餌でより成長し、馴化による陸上植物由来有機物への細菌の付着や
付着細菌による窒素含有量の増加が Hediste sp.の陸上植物由来有機物の同化を促したと考えられ
る。 
  
以上のように、本研究では流域内の土地利用が河口干潟の底質性状を説明しうる因子であること、流
域環境を反映した底質性状が、河口干潟に生息する生物相を特徴づけていることが示された。さらに、
河口干潟に堆積する陸上植物由来有機物の質は陸上植物由来有機物が流下する河川環境で異なり、河口
干潟底生生物による陸上植物由来有機物の利用に影響を及ぼすことが示唆された。 
河口干潟は河川水が流入し、陸域と連続的な関係であるにもかかわらず、それぞれの環境の保全や研
究は独立した対象として扱われる傾向にある。以上の結果は、河口干潟生態系の保全に対し、流域内の
土地利用に加え、河川環境を含めた流域管理の必要性を強く示している。流域における環境改変は土地
利用の変化や河川の直線化、護岸の設置など、様々なパターンが考えられ、複数の因子が同時に発生し
ている場合がほとんどである。そのため、本結果の実現象への応用にはさらなる現場実験や検証が不可
欠である。さらに、河口干潟底質の形成過程の解明には、本研究では行われなかった出水時における河
口域への物質流入の特徴を把握する必要があると考えられる。本結果に加えこれらの知見を合わせて整
理し、陸域から河口域までの連続性を考慮した流域管理を行うことで、生態系の機能を活かしたより持
続的な河口環境の保全が可能になると考えられる。 
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